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〜 地域活性化のための資源活用による戦略的事業の創出 〜 

  

木野泰伸 (ビジネスサイエンス系・准教授)、リチャード・タガート・マーフィー (ビジネスサイエンス系・教授)、 

清水宏悦（ビジネス科学研究科） 

日本において少子高齢化及び都市圏人口集中は深刻な社会問題である。地方都市の衰退は顕著であり、経済は活力を失い若者は雇用

機会を求めて都市に移住。地域活性化は多くの地方都市で求められる命題となっているが、その解決方法は一様ではない。茨城県大

子町は少子高齢化の進む典型的な地方都市であり、状況を打開する為、2008年に筑波大学と包括的連携協力関係を結んでいる。  

 本プロジェクトは、社会化貢献プログラムとして「特産リンゴを利用したシードルによる地域活性化」を検討したものである。地

方自治体と、大子町りんご組合との、三位一体で密着した実践的な取り組みにより、「付加価値産業創出による地域活性化」の可能

性を見いだした。現状で事業化にはいくつかの課題が残るが、実際にビジネスとして実現化する為の作業が動き始めている。  

茨城県大子町： 特産の奥久慈リンゴでシードル事業 

 


